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9 月上旬、副センター長の樗木先生、

現在当プロジェクト所属医師、及び当プ

ロジェクトを経た後に現在臨床復帰して

いる医師の 3 名が、西日本新聞より取

材を受けました。 

樗木先生からは、きらめきプロジェク

トの雇用制度、勤務体制、プロジェクト

のこれまでの成果について、医師２名は

当プロジェクトに所属することになった経緯や、所属後の生活の変化につい

て説明しました。 

取材内容は、9 月 17 日の西日本新聞朝刊に掲載されました。本院の他に長

崎大学病院と千鳥橋病院での男女共同参画の取り組みも紹介されています。 

長時間勤務が常態化している医療現場で

すが、職場環境が整うことは、患者様へ

のより良い医療の提供につながると確信

しています。 

私たちは、医療現場の働き方改革が益々

進むよう、引き続き精進してまいりま

す。  

 

 

 

 

 

 

  

卒後 10 年目の内科医師です。内科医の夫、2 歳になる

娘との 3 人家族です。 

卒後 6 年目で社会人大学院に入り、大学院４年目で娘を

出産し、産後 4 ヶ月で大学院への復学、その後きらめき

プロジェクトに採用いただきました。 

きらめきを選んだ理由は、学位がまだとれていなかったことや主人も内科

医でほとんど家にいない状態で常勤勤務しながら子育てをするのは難しい

と考えたからでした。 

臨床の時には落ち着いて机につく時間がなかったので論文をじっくり読

むなど、病棟業務で駆け巡っていた時間とはまた違った時間がとれたことは

きらめきプロジェクトのおかげです。慣れない子育てで不安ばかりでした

が、諸先輩方のアドバイスをいただいたりしながら今年は海外学会での発

表、内科専門医の資格取得、論文投稿など目標達成できています。娘も今月

で 2 歳。言葉もだいぶ話せるようになり益々可愛く、日々癒してくれます。

家では娘が朝ごはんを食べているうちに晩御飯も用意し、帰宅後の負担を減

らすなど工夫しています。時に外食をするなど息抜きも入れつつ、日々の食

材や栄養バランスはなるべく気をつけるように過ごしています。 

まだまだ色々な面で足りない点はありますが、

子育ても仕事も日々勉強と思いながら邁進して

いきたいと思います。 

 

 

日々頑張っている、きらめきプロジェクト所属の 

ドクターを紹介します。 
 

西日本新聞の取材を受けました 

 娘が保育園で作った飾り。子供の成長は早いの

で仕事もしつつ子供との時間もある程度とれる

環境に感謝しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


